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臨済宗妙心寺派

大廣山 圓福寺

―――伽藍再建ご協力のお願い
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10 この「圓福寺再建に向けて」は、再

建工事に関してのご寄付のお願いです。

再建工事以外の、仏像や仏具・什具の

ご寄付のお願いは、別紙「禅寺のしつ

らい」にまとめてありますので、併せ

てお読みいただければ幸いです。



再建
趣意書

檀信徒の皆様はじめ、ご縁のある皆々様におかれまし
ては、ますますご清福のこととお喜び申し上げます。

皆様には、平成26年3月の火災に際しましては、たくさ
んのお見舞いを賜り、心より御礼申し上げます。また、
その後も多くのご心配、ご迷惑、ご不便をおかけいたし
ておりますこと、重ねてお詫び申し上げます。

さて、これまで「再建だより」等でご案内の通り、境
内および建物の基本計画もまとまり、いよいよ再建工事
に踏み出す段となりました。

設計士さんよりの概算工事費をもとに、建築資金の計
画を役員会にて協議してまいりました。お寺の工事と言
えば、すぐに寄付となるのが常ではありますが、できる
だけ皆様のご負担が少なくなるようにと、工事費の削減
はもとより、お寺の自己資金、金融機関からの借り入れ
等を最大限に組み入れるように計画を進めました。

これまで、本堂内陣の改築、書院の増築、玄関の改修
などの諸工事では、自己資金を工面してお参りの方々の
利便性向上に努めてまいりました。しかし、このたびの
再建工事は、火事という予期せぬ災害のために、周到な
準備期間があるわけでもなく、皆々様に建築資金のご協
力をお願いせざるを得ないということと相成りました。

なにとぞ別記の計画やお願い等をご高覧いただき、事
情ご賢察の上、ご協力賜りますよう伏してお願い申し上
げます。

皆々様のご協力のもと、圓福寺再建の暁には、今まで
以上に皆様のよりどころとして、寺門興隆に努める所存
でございますので、ご協力のほど重ねてお願い申し上げ
ます。

平成28年10月吉祥日

大廣山圓福寺 住職 宮田 宗格 合掌

役 員 一 同
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基本計画

再建の基本計画

再建の基本的構想

圓福寺は、これまでも法要や葬儀およびそれらにかかわる仏事は

もとより、春彼岸やお施餓鬼などの年間行事、檀信徒組織である花

園会の諸活動の場として、境内伽藍を有効に活用してまいりました。

伽藍再建にあたっては、これまで同様の使い方を確保するとともに、

さらに檀信徒のみなさんの使いやすさを考慮した伽藍とすることを
基本的な考え方といたしました。

伽藍の規模

敷地面積 ： 1608.53㎡
建物面積

本堂面積 ： 214.03㎡
書院等面積 ： 694.07㎡
延べ面積 ： 908.10㎡（274.7坪）

基本的構想に基づく整備方針（「再建だより」第2号より抜粋）

【全体】

・建物内部をすべてバリアフリー化する。

・参拝しやすい動線を確保する。

・耐震および耐火を考慮した構造とする。

・開放的な間取りが可能で、経済的な鉄骨造りとする。

【本堂】

・広縁奥行を3間として、大法要時も椅子席で参拝できる。

・外部との段差を少なくし、檀信徒の方の葬儀にも対応する。

【庫裡・書院】

・明るく開放的な玄関は広さも確保して、法要受付など多目的に使
用する。

・伽藍中央に中庭を設け、採光と通風を取り入れる。

概算総建築費

406,760,000円（設計・監理料、消費税を含みます。）

再建目標年次

平成29（2017）年中に着工。工事期間は1年強。
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基本計画図
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基本計画
イメージ

■伽藍概観の立体模型

■山門イメージ ■本堂内部のイメージ

■玄関イメージ ■書院イメージ
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概算工事費

再建資金計画

自己資金 100,000,000円

本山補助金 10,000,000円

住職篤志 10,000,000円

銀行借入金 200,000,000円

檀信徒寄付金 86,760,000円

合 計 406,760,000円

資金計画

再建工事費以外の、仏像や仏具・什具に関する費用は、別紙「禅寺のしつらい」に掲載してあります。
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再建ご協力
のお願い

「家」から「個」へ
―――月5,000円からのご協力

本来、寄付はご芳志ですので、金額はいくらでも構わないと
言えるのですが、「『いくらでも・・・。』」と言われるのが一番困
る。」とよく言われます。そこで、このたびの再建に関しては、
目安になる額を提示させていただくことにいたしました。

また、ご負担の軽減を考慮させていただき、分割でのご寄
付をお受けするようにしました。これに伴い、従来、お寺への
寄付が「家」単位であったものを、趣旨にご賛同いただける個
人でのご寄付として、より多くの人に圓福寺再建にかかわりを
お持ちいただき、さらに圓福寺とのご縁を結んでいただきたい
と願っております。

なお、ご寄付いただいた方々のご芳名は、芳名額に記載の
うえ、本堂内等に掲示させていただきます。

圓福寺再建寄付金の目安

一 括 分 割（月額）

境内墓地を
お持ちの方

500,000円

12ヶ月 42,000円

36ヶ月 14,000円

60ヶ月 8,500円

境内墓地以
外の方

300,000円

12ヶ月 25,000円

36ヶ月 8,500円

60ヶ月 5,000円

■ ここに示した目安の寄付金額は、役員会にて協議したものですが、皆様そ
れぞれ経済事情が異なりますので、寄付金額や分割期間などはご都合に合
わせてお決めください。

■ 再建寄付金が計画より集まった場合には、仏具・什具の購入費用等に充
てさせていただきます。
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ご寄付の
方法

一括の場合

寄付金を下記の金融機
関口座にお振込みくださ
い。

いずれも口座名義は、

「宗教法人 円福寺」

です。

【千葉銀行】

稲毛東口支店

（普）3845400
【ゆうちょ銀行】

10590-87668711

分割の場合

お取引の金融機関の

定額自動振込や定額自

動送金の申込書をお送り

いたしますので、必要事

項をご記入の上、各金融

機関にお申し込みくださ

い。

お申込み書に従って、

毎月所定の寄付金が圓

福寺に振り込まれます。

■ ご寄付は、お手数をおかけいたしますが、金融機関への振込のみにてお
受けいたします。現金をお寺にご持参いただいてのご寄付は、安全面を考慮
し、また過誤を防ぐためにお受けできませんので、あらかじめご了承ください。

■ 寄付金でございますので、振込にかかる手数料等は、一括・分割にかかわ
らずご負担をお願いいたします。

■ そのほか、ご不明の点等は、お寺までお問い合わせください。

巻末の寄付申込書に必要事項をご記入の上、
捺印して圓福寺までお送りください。
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臨済宗妙心寺派 圓福寺
〒263-0025千葉市稲毛区穴川町375

℡ 043-251-9181
Fax 043-251-9549

E-mail oshou@chiba-enpukuji.com
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圓福寺再建寄付(一括・分割)申込書

圓福寺再建の趣旨に賛同して、下記の金額を寄付いたします。

平成 年 月 日

ﾌﾘｶﾞﾅ 印 戸主との続き柄

ご芳名 の

ご住所

〒 -
戸主との続き柄の欄には、圓福寺からのお手

紙の宛名の方との続き柄をお書きください。たと
えば、○○○○の次男、○○○○の長女など。

電話番号 ( ) 携帯番号 ( )

寄付金額に○をお付けください。 分割される場合は、ご予定の月数に○をつけて、金融機関名を書いてください。

寄付金額

500,000円

分割月数

12ヶ月 お取引の金融機関名

300,000円 36ヶ月 銀行

信用金庫円 60ヶ月

圓福寺再建寄付(一括・分割)申込書

圓福寺再建の趣旨に賛同して、下記の金額を寄付いたします。

平成 年 月 日

ﾌﾘｶﾞﾅ 印 戸主との続き柄

ご芳名 の

ご住所

〒 -
戸主との続き柄の欄には、圓福寺からのお手

紙の宛名の方との続き柄をお書きください。たと
えば、○○○○の次男、○○○○の長女など。

電話番号 ( ) 携帯番号 ( )

寄付金額に○をお付けください。 分割される場合は、ご予定の月数に○をつけて、金融機関名を書いてください。

寄付金額

500,000円

分割月数

12ヶ月 お取引の金融機関名

300,000円 36ヶ月 銀行

信用金庫円 60ヶ月

圓福寺再建寄付(一括・分割)申込書

圓福寺再建の趣旨に賛同して、下記の金額を寄付いたします。

平成 年 月 日

ﾌﾘｶﾞﾅ 印 戸主との続き柄

ご芳名 の

ご住所

〒 -
戸主との続き柄の欄には、圓福寺からのお手

紙の宛名の方との続き柄をお書きください。たと
えば、○○○○の次男、○○○○の長女など。

電話番号 ( ) 携帯番号 ( )

寄付金額に○をお付けください。 分割される場合は、ご予定の月数に○をつけて、金融機関名を書いてください。

寄付金額

500,000円

分割月数

12ヶ月 お取引の金融機関名

300,000円 36ヶ月 銀行

信用金庫円 60ヶ月
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